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３
入学式や卒業式な
どにおける国旗及
び国歌の取扱い

第３節　入学式や卒業式などにおける国旗及び国歌の取扱い

　このことについて学習指導要領第６章の第３の３では，次のように示してい

る。

３　入学式や卒業式などにおいては，その意義を踏まえ，国旗を掲揚す

るとともに，国歌を斉唱するよう指導するものとする。

　国際化の進展に伴い，日本人としての自覚を養い，国を愛する心を育てるとと

もに，児童が将来，国際社会において尊敬され，信頼される日本人として成長し

ていくためには，国旗及び国歌に対して一層正しい認識をもたせ，それらを尊重

する態度を育てることは重要なことである。

　学校において行われる行事には，様々なものがあるが，この中で，入学式や卒

業式は，学校生活に有意義な変化や折り目を付け，厳粛かつ清新な雰囲気の中

で，新しい生活の展開への動機付けを行い，学校，社会，国家など集団への所属

感を深める上でよい機会となるものである。このような意義を踏まえ，入学式や

卒業式においては，「国旗を掲揚するとともに，国歌を斉唱するよう指導するも

のとする」こととしている。　　　　　　　　

　入学式や卒業式のほかに，全校の児童及び教職員が一堂に会して行う行事とし

ては，始業式，終業式，運動会，開校記念日に関する儀式などがあるが，これら

の行事のねらいや実施方法は学校により様々である。したがって，どのような行

事に国旗の掲揚，国歌の斉唱指導を行うかについては，各学校がその実施する行

事の意義を踏まえて判断するのが適当である。

　国旗及び国歌の指導については，社会科において，「我が国の国旗と国歌の意

義を理解し，これを尊重する態度を養うとともに，諸外国の国旗と国歌も同様に

尊重する態度を養うよう配慮すること。」等としているとともに，音楽科におい

て，「国歌「君が代」は，いずれの学年においても歌えるよう指導すること。」と

している。

　入学式や卒業式などにおける国旗及び国歌の指導に当たっては，このような社

会科や音楽科における指導などとの関連を図り，国旗及び国歌に対する正しい認

識をもたせ，それらを尊重する態度を育てることが大切である。
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放課後施策推進課
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2

「小１の壁」を打破するとともに、全ての児童が安全・安心に

過ごし、多様な体験活動を行うことができるようにする。

・女性就業率の上昇を踏まえ2023年度末までに約30万人分の

受け皿を整備。＜放課後児童クラブ＞※本市→育成センター

平成30年度第４回 総合教育会議

【趣旨】

【目標】

・放課後子供教室と児童クラブの両事業を一体的又は連携し

て実施。整備する際は学校施設を徹底的に活用する。

①

放課後施策に

求められているもの

【Lecture Menu】

②

放課後関連事業の
現状

④

課題解消に向けた

検討の視点

③

放課後関連事業の

課題

厚労省・文科省

3

平成30年度第４回 総合教育会議

■Q子育て支援でもっと力を入れてほしいことは何か。
（全体 Ｎ＝1,214）
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子供の障害に関する支援体制や相談窓口

子供の発達や発育に関する支援体制や相談…

子供の健全な職業観を育むための社会や企…

子供自身が将来、子供や家庭を持つことの大…

子供が参加しやすいボラティア等の社会奉仕…

市内の自然環境を活かした体験活動・野外活動

親子で楽しめる音楽や芸術等の文化事業

外国人との国際交流の機会

子供の健やかな体を育むスポーツ活動

豊かな自然が十分にあって、自然とふれあう…

安心して子供が医療機関にかかれる体制の…

子供が事故にあわないための安全な環境

子供への犯罪を防ぐ対策

子供が安心して遊べる場所づくり

子育て支援のためのアンケート調査

(調査：平成28年 対象：小学生の保護者)

子育て支援のためのアンケート調査

(調査：平成28年 対象：小学生の保護者)
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平成30年度第４回 総合教育会議

広聴会「ちちははトーク」で出された意見

（開催：平成29年10月14～19日）

Q子供たちの放課後の過ごし方について
日頃気になっている事・困っている事は？

120意見中 【子供の安全】 19件、 【遊ぶ機会の減少】 43件、

【ゲーム・スマホ・テレビ】 35件、 【その他】 23件

＜主な意見＞

・昼間働いているので、子供の様子が分からず不安。
・安心して遊ばせることができる場所がない。
・犯罪の対象にならないか心配。
・のびのび遊べる場所がない。
・習い事などで忙しい子が多く、遊び相手が少ない。
・野球などボール遊びできる場所がない（分からない）。
・家で友達とゲームばかりしている。
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平成30年度第４回 総合教育会議

■Q放課後や夏休みに何をしたいか

【調査】放課後NPOアフタースクール＜東京港区＞ 2014年実施

１位 サッカー
２位 ドッジボール
３位 鬼ごっこ
４位 やりたいことがない
５位 ゲーム

（全国小学生1,000人に調査＜1,029人回答＞）
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４人に１人が「友達と」「みんなで」と記入（隠れ１位）

「何をしたいか」 ではなく 「誰としたいか」
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平成30年度第４回 総合教育会議

放課後における
異年齢や集団で遊ぶ機会の減少

■コミュニケーション能力の低下や社会性・
協調性の不足に繋がっているのでは？

■コミュニケーション能力の低下や社会性・
協調性の不足に繋がっているのでは？
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Ⅰ子育て世帯が安心して就労できる

保育環境の充実

Ⅱ子供たちが安心して伸び伸びと遊べる

安全で自由な遊び場の充実

平成30年度第４回 総合教育会議

Ⅲ子供たちが気軽に集える

自由な空間づくり
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平成30年度第４回 総合教育会議

■ 福祉的取り組み

１ 留守家庭児童育成センター

→ 就労家庭支援・生活の場を提供

２ 児童館

→ 子育て支援・遊び場の提供

■ 教育的取り組み

３ 放課後子供教室

→ 地域との交流・体験の場を提供

４ 子供の居場所づくり事業

→ 遊び場・学びの場の提供
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■ 福祉的取り組み

１ 留守家庭児童育成センター

施設不足・老朽化・指導員不足

２ 児童館

市内９館のみ（地域偏在）

■ 教育的取り組み

３ 放課後子供教室

地域の負担

４ 子供の居場所づくり事業

費用対効果
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平成30年度第４回 総合教育会議

特に育成センターの課題は重大

育成センター利用者と児童数の推移

※2019年度以降は推計

2688 2853 3033 3142 3356 3540 3674 3814 3923 4270 4505

14015 13861 14012 13837 13612
13074 12998 12989 12888 12821 12657
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育成センター利用者と登録率の推移

利用者数 児童数 登録率
（年度）

（人）

※児童数は1～3年生

３人に1人

1千人の増

＜5年後＞

①

放課後施策に

求められているもの

【Lecture Menu】

②

放課後関連事業の
現状

④

課題解消に向けた

検討の視点

③

放課後関連事業の

課題

11

平成30年度第４回 総合教育会議

■ 図書室など学校の教室等を活用

■ ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる調整

■ 見守りスタッフによる安全管理

■ 自己責任を前提とした事業実施

■ 実施内容の多様化による各種検証
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子供の居場所づくり事業の課題
こどもルーム

こども広場

図書室・視聴覚室等

学校優先使用

一旦下校ルール

絶対下校時刻

見守り人員の確保

参加者の混在

長期休暇中の実施

平成30年度第４回 総合教育会議

CNの勤務時間

CN常駐型（フルスペック Version）

13

総事業費の抑制

平成30年度第４回 総合教育会議

１ 留守家庭児童育成センター
→保育の必要性が高い児童に特化するべきでは

２ 児童館
→スタッフの活用、地域偏在の解消をすべきでは

３ 放課後子供教室
→無理なく地域力を生かすための連携が必要では

４ 子供の居場所づくり事業
→育成センター利用ニーズへの対応すべきでは

※その他の重要な視点
→学校の立ち位置のあり方 総事業費の見込み
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